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メタマテリアルの構造を提案し、マイクロ波領域で電磁波の保存と再生に初めて成功した［Phys. Rev. B, 
87, 161110,（2013）］。さらにこの研究を進め、本来の原子系のEIT現象である、電磁波の入射によって

















測定でフラットバンドの存在を明らかにした［Phys. Rev. B, 85, 205128（2012）］。さらに、同図（b）
のリープ格子において、透過測定と全反射減衰分光法により、より広い波数領域で擬似表面プラズモン
















































































































































測を達成した［日本物理学会誌 , 58, 175（2003）.］。大学へ移って研究所の高精度のマイクロ波装置は使
えなくなったが、光周波数の比の計測であればマイクロ波と光周波数の比 106 が利いて、比較的安価な















































一 171Yb+ の 2S1/2（F=0）－ 2D3/2（F=2）時計遷移



































図 7　 単一 171Yb+ イオン 2S1/2 － 2D3/2 時計遷移
のスペクトル。半値全幅 380 Hz。











































波数カウンタのゲート時間 1秒。Error がその逆数 1Hz より
も十分小さく位相同期が達成されている。
